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国
際

ア
ル
ピ

ニ
ス
ト

・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
松
本

登
山
運
動
に
貢
献
し
た
い
と
強

調

し

た
。基

調
講
演
と
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
山
岳
会
ノ
ー
マ
ン
・
ハ
ー
デ
イ
元
会

長
が

「世
界
の
自
然
保
護
活
動
に
つ
い

て
」
の
な
か
で
、　
一
九
五
五
年
の
カ
ン

チ
登
頂
と
、
同
氏
が
ネ
パ
ー
ル
で
行
な

っ
て
き
た
保
護
活
動
に
つ
い
て
、
ス
ラ

イ
ド

を
使

っ
て
、

「山
を
愛
す
る
心
で

自
然
も
」
と
報
告
し

た
。第

二
日
日
の
二
十

一
日
は
、
高
所
順
応

に
関
す
る
権
威
者
で

バ
ー
モ
ン
ト
大
学
の

チ
ャ
ー
ル
ス
・
ハ
ウ

ス
ト
ン
名
誉
教
授
に

よ
る
特
別
講
演

「山

に
挑
む
医
学
」
に
始

り
、
「現
代
の
登
山
」

を
テ
ー
マ
に
、
ア
ン

セ
ル
ム
・ボ
ー
（仏
）、

柳
沢
昭
夫

（日
本
）、

許
競

（中
国
）、

ナ

ル
ニ
・
ジ
ャ
ヤ
ー
ル

（イ
ン
ド
）、　
ロ
バ

ー
ト

ｏ
シ
ェ
ニ

（米

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
先
き
だ
ち
、

八
月
十
日

（日
）、
松
本
東
急
イ
ン
で
、

Ｅ

ｏ
ヒ
ラ
リ
ー
卿
に
よ
る
特
別
講
演
会

「私
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
」
が
開
か
れ
た
。

吉
沢

一
郎
名
誉
会
員
が
英
語
で
卿
の

経
歴
、
業
績
を
紹
介
、
中
村
テ
ル
名
誉

会
員
が
通
訳
を
務
め
ら
れ
、
「感

激

の

エ
ベ
レ
ス
ト
初
登
頂
」
が

再
現

さ
れ

た
。
卿
は
ス
ラ
イ
ド
を
使

っ
て
、
ネ
パ

ー
ル
奥
地
に
学
校
や
病
院
を
建
設
す
る

な
ど
現
地
住
民
の
た
め
の
活
動

を
紹

介
。
「
こ
れ
ら
が

一
番
価
値
あ
る
仕

事

だ
と
思

っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。　
一
時

間
に
わ
た
っ
た
講
演
は
、
に
じ
み
出
る

そ
の
人
柄
の
故
か
、
品
の
あ
る
格
調
高

い
も
の
で
、
松
本
市
民
に
多
大
な
感
銘

を
あ
た
え
た
。

本
番
の
国
際
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト

・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
八
月
二
十
日

（水
）
か

信

濃

支

部

ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
松
本
市
音
楽
文

化
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。

海
外
か
ら
八
ケ
国
十
五
人
、
国
内
九

人
の
講
師
が
招
か
れ
、
「山
と
人
間
」

を
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
に
、
高
所
医
学
、

登
山
教
育
、
自
然
保
護
と
様
ざ
ま
な
角

度
か
ら
、
そ
の
関
わ
り
合
い
を
掘
り
下

げ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ホ
ル
ン
演
奏
で
幕
あ
け
し
た
開
会
式

に
続
い
て
、
今
西
寿
雄
本
会
会
長
に
よ

る
特
別
講
演

「
日
本
の
登
山
史
と
マ
ナ

ス
ル
登
頂
３０
周
年
」
の
テ
ー
マ
で
、
今

日
ま
で
の
日
本
登
山
界
の
歴
史
と
現
状

を
述
べ
た
あ
と
、
「
登
山
は
安
全

に
登

る
こ
と
が
何
事
に
も
ま
し
て
大
切
で
あ

る
」
と
結
ん
だ
。

続
い
て
、
史
占
春
中
国
登
山
協
会
主

席
は

「中
国
登
山
３０
年
の
歴
史
」
を
語

り
、
国
際
的
な
交
流
に
力
点
を
お
い
て

“国際アルピニスト0シ ンポジウム松本"開会式

２３４
六
六
五
九

国
）
氏
ら
が
、
安
全
と
教
育
に
つ
い
て

意
見
を
述
べ
た
。

午
後
の
セ
ツ
シ
ョ
ン
Ⅱ
は

「各
国
の

登
山
事
情
」
に
つ
い
て
、
講
師
十
七
人

で
四
時
間
に
わ
た
リ
パ
ネ
ル
討
議
を
行

な
っ
た
。
こ
こ
で
は
経
験
豊
か
な
佐
々

保
雄
前
会
長
に
、
チ
ェ
ア
マ
ン
役
の
助

人
を
願

っ
た
。
三
日
間
の
司
会

・
チ
ェ

ア
マ
ン
は
武
田
武
、
田
中
弘
美
の
二
人

で
務
め
た
。
（内
容
省
略
）

第
三
日
目
の
二
十
二
日
は
、
セ
ッ
シ

ョ
ン
Ⅲ

「山
を
次
代

へ
」
と
し
て
、
田

中
邦
雄
信
大
教
授
が

「北
ア
ル
プ
ス
の

誕
生
と
魅
力
」
を
分
か
り
や
す
く
解
説

し
、
登
山
家

ｏ
重
広
恒
夫
氏

は
、
「
２１

世
紀
の
登
山
」
で
高
峯

へ
の
挑
戦
も
基

本
は
同
じ
、
と
そ
れ
ぞ
れ
講
演
が
行
な

わ
れ
、
そ
の
間
に
は
、
神
憲
明
会
員
製

作
の
映
画

「穂
高
の
四
季
」
も
上
映
さ

れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
最
後
の
記
念
講
演
は

「自
然
を
語
る
」
の
テ
ー
マ
で
、
西
堀

栄
二
郎
元
会
長
は
、
格
調
高
く

「自
然

と
離
れ
て
は
、
人
間
は
何
も
出
来

な

い
。
登
山
の
魅
力
は
、
本
質
的
な
探
究

心
を
満
た
し
て
く
れ
る
こ
と
。
わ
れ
わ

れ
は
自
然
の
恵
み
に
感
謝
の
念
を
も

っ

て
、
開
発
も
調
和
を
考
え
て
行
な
う
こ

と
が
大
切
で
あ
る
」
と
、
山
を
愛
す
る

心
で
…
…
、
と
う
た
い
上
げ
ら
れ
た
。

閉
会
に
あ
た
り
三
日
間
の
報
告
と
話

し
合
い
の
成
果
を
う
け
て
、
「
登
山

は

自
然
の
教
師
で
あ
る
」
と
の
松
本
宣
言

（別
掲
）
を
確
認
し
て
終
了
し
た
。

(1)
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八
月
二
十
日
夜
、
信
濃
支
部
有
志
主

催
歓
迎
会
が
松
本
市
内
の

″
し
づ
か
″

で
開
か
れ
二
十
九
名
が
出
席
し
た
。

八
月
二
十

一
日
夜
は
大
会
組
織
委
員

会
主
催
レ
セ
プ
シ
ヨ
ン
が
松
本
東
急
イ

ン
で
開
か
れ
、
こ
れ
に
は
百
名
が
出
席

し
た
。

な
お
、
前
文
中
に
載
ら
な
か
っ
た
そ

れ
以
外
の
講
師
は
、
（ネ
パ

ー

ル
）
ク

マ
ー
ル
・
カ
ド
カ
殿
下
、
テ
ク

ｏ
ポ
ッ

カ
レ
ル
、
Ｓ

・
Ｒ

ｏ
シ
ャ
ル

マ
。
（パ

キ
ス
タ
ン
）
ア
リ

・
ミ
ル
ザ
、
ナ
ジ
ー

ル
・
ザ
ビ

ル
。
（中
国
）
許
競
。
（韓

国
）
趙
相
泰
、
キ
ム

・
イ

ン
シ
ク
。

（日
本
）
大
塚
博
美
、
鎌
田
久
、
石
塚

彰
。信

濃
支
部
員
以
外
の
参
加
会
員
は
中

村
テ
ル
、
山
田
二
郎
、
橋
本
清
、
岡
沢

祐
吉
、
中
村
純
二
、
中
村
あ
や
、
松
田

雄

一
、
神
崎
忠
男
、
芳
野
赳
夫
、
孫
慶

錫
、
新
貝
勲
、
近
藤
等
、
湯

浅
道

男

（順
不
同
）
の
諸
会
員
で
す
。

な
お
本
大
会

（会
報
四
九
二
号
参
照

下
さ
い
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
八
月
末

を
も
ち
ま
し
て
、
メ
イ
ン
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
は
じ
め
関
連
行
事
も
、
多
く
の

方
々
の
ご
参
加
を
得
て
盛
会
裡
に
終
了

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
ひ
と

え
に
、
ご
後
援
、
ご
指
導
を
下
さ
れ
ま

し
た

（社
）
日
本
山
岳
会
、
（社
）
日

本
山
岳
協
会
、
そ
し
て
今
西
寿
雄
本
会

会
長
は
じ
め
会
員
各
位
の
み
な
様
の
お

陰
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
何
分
に
も
初
め
て
の
た
め
、
な

に
か
と
行
き
届
か
な
い
点
も
多
か
っ
た

と
存
じ
ま
す
が
、
こ
れ
を
尊
い
教
訓
と

MATSUIVIOTO DECLARATION

―一――
′
rhe lnternational Alpinists' Syrnposium一 一――

We declare:

1.  that, in the age Of inaSS inountaineering, in order for eVerybOdy tO eniOy Safe inOuntain Clilnbing

with the c00peratiOns Of alpinists frOrll the 、vOrld, n10untaineering education with new perspecitves be

pronloted and preventive ineasures for lnOuntain accidents be reinforced;

2.  that, for the new developrnent of the 、vorld's lnountaineering culture, exchanges and coopera‐

tiOns Of rnOuntain clilnbing OrganizatiOns acrOss the bOrders be vitalized.  :Especially those countries

which are inv。 lved in scientinc research on lnountains, ilnproverrlent of rnountaineering techn。 1。gy, and

prevention Of accidents in an advanced rnanner are expected to play an ilnportant role.

3.  that untouched rnOuntain sceneries on the planet of earth be a cominon treasure of lnankind

inconlparable t。  。thers, and that sonle specinc policies be worked out to pass on to the next generatiOn

in cornpliance with the situations Of individual countries as well as protection and harinonious utilization

Of the treasure.

4.  that, with this SyrnposiuΠ l as a landlmtark, Nagano I)refecture be the place of exchan ges and

training fOr inOuntaineers Of the wOrld since the prefecture pOssesses the Japan 
くtAlps", which enables

us tO eniOy various types of lnountaineering, as w.ell as dilerent research institutes On lnOun_ tains. As

part Of prOgrarns Of this kind, it is recOrrlinended that a general asserrlbly Of the I.JI.AA be

held in the City Of 江ゝatsuinOtO。

August 22, 1986

1nternatiOnal Alpinists' Symposiurn

松 本 宣 言

1.大衆登山時代を迎え、世界の岳人たちが手を結び、楽しく安全な登山をするよう、新

たな観点から登山教育を推進し、山岳遭難の防止対策を強化する。

2。 世界の登山文化の新たな発展のため、国境を越えた登山団体などの交流と協力を活発

にする。とくに山岳に関する科学の研究、登山技術の向上、事故防止のために、これら

のテーマに先進的に取 り組んでいる各国の積極的な役割を期待する。

3.地球上に存在する原始的な山岳景観は、人類共通のかけがえのない財産である。保護

と調和のある活用をはかりながら、各国の事情に応じて次代に残す具体的な施策に取り

組む。

4.こ のシンポジウム開催を機に、変化に富む登山のできる日本アルプスをひか え、 ま

た、山岳研究の諸機関を持つ日本の長野県を世界の岳人たちの訓練、交流の場とするよ

う望む。この一環として国際山岳連盟 (UIAA)総会の松本開催を働きかける。

1986年 8月 22日             国際アルピニス トシンポジウム

ム
Ｔ
こ
ん
りに
デ
ミ
は
汚
ち
瀬檸
一り
，ノ

(2)



山: 497-1986・ 11・ 20(第二種郵便物認可)

し
て
、
次
の
機
会
を
目
指
し
て
精
進
に

務
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

何
率
引
き
続
き
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

時

な

ら

本
年
四
月
二
十
日
付
け
朝

刊

各
紙

は
、
「
四
十
日
も
の
間
、
富
士
山

の
山

中
で
雪
を
食
べ
て
堪
え
抜
い
た
登
山
者

が
助
け
出
さ
れ
た
」
と
報
じ
て
い
る
。

詳
し
く
は
、
「富
士
山

・
須
走
登
山
道

中
腹
に
あ
る
荷
物
倉
庫

（標
高

一
、
九

〇
〇
房
）
内
で
男
性
が
ぐ
っ
た
り
し
て

い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
男
性
は

鈴
木
吉
太
郎

（四
九
歳
）
さ
ん
で
、
彼

は
二
月
二
十
日
に
単
独
で
入
山
し
た
も

の
の
二
十
三
日
の
大
雪
で
下
山
で
き
な

く
な
り
、
倉
庫
で
雪
を
食
べ
な
が
ら
じ

っ
と
し
て
い
た
」
と
い
う
も
の
だ
。

そ
の
二
月
二
十
三
日
と
い
え
ば
、
三

月
と
し
て
は
河
口
湖
で
、
昭
和
七
年
の

測
候
所
開
設
以
来
最
高
の
七
五
一ンも
の

積
雪
を
み
た
と
い
う
大
雪
が
降

っ
た
日

で
あ
る
。
御
殿
場
市
内
で
も
歴
代
四
位

に
当
た
る
三
耳
ン
の
積
雪
が
あ
っ
た
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
首
都
圏

で
は
中
央
線
を
始
め
と
し
て
、
国
鉄
や

私
鉄
、
高
速
道
路
や

一
般
道
路
が
各
地

で
寸
断
さ
れ
、
終
日
の
交
通
麻
痺
が
生

じ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

じ
つ
は
、
私
も
同
じ
時
期
の
二
月
二

十
三
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け
て
、
ち

ょ
う
ど
そ
の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
吉
田

ぬ

富

士

の

雪安

藤

忠

夫

な
お
公
式
報
告
書
を
ま
と
め
て
結
び

と
し
た
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上
感
謝
の
意
を
表
し
て
、
ご
報
告

致
し
ま
す
。
　

（文
責

・
田
中
弘
美
）

日
か
ら
富
士
山
の
山
頂
を
目
指
し
て
い

た
。
そ
し
て
、
二
十
四
日
と
二
十
五
日

は
こ
の
ル
ー
ト
で

一
人
の
登
山
者
に
も

出
一〈バ
わ
な
か
っ
た
の
で
、　
こ
の
日
は
、

わ
れ
わ
れ
だ
け
が
吉
田
ロ
ル
ー
ト
上
に

い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
当
時
の

河
口
湖
周
辺
お
よ
び
富
士
山
麓
の
積
雪

の
様
子
を
記
し
て
お
く
。

私
た
ち
が
富
士
山
に
登
る
た
め
に
、

豪
雨
を
つ
い
て
東
名
高
速
道
路
で
名
古

屋
を
発
っ
た
の
は
、
二
十
三
日
の
朝
方

で
あ
る
。
途
中
、
ラ
ジ
オ
で
三
島
と
大

井
松
田
の
間
が
降
雪
の
た
め
閉
鎖
に
な

っ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
や
む
な
く
富
士

イ
ン
タ
ー
チ
エ
ン
ジ
か
ら
富
士
宮
有
料

道
路
で
富
士
吉
田
市

へ
向
か
っ
た
。
す

で
に
私
た
ち
は
そ
の
前
日
の
夜
遅
く
、

現
地

へ
の
電
話
連
絡
に
よ
っ
て
相
当
量

の
新
雪

（二
十
二
日
二
十

一
時
現
在
で

三
〇
升ン）
の
あ
る
こ
と
を
知

っ
て

い

た
。
富
士
官
市
を
通
過
す
る
こ
ろ
よ
り

雪
に
変
わ
り
、
早
速
タ
イ
ヤ

・
チ
エ
ン

を
巻
い
て
北
上
し
た
が
、
朝
霧
高
原
で

は
、
早
く
も
新
雪
の
吹
き
溜
ま
り
で

一

房
近
く
も
あ
っ
た
。
結
局
、
富
士
吉
田

ま
で
に
都
合
三
回
も
雪
に
タ
イ
ヤ
を
取

ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
午
後
も
三
時

椰
界
の
幽

し
ゆ
う
え
ん

記
録
主
義
の
時
代
の
終
焉

前
号
で

「
時
間
の
問
題
」
と
書
い
た
ラ
イ
ホ
ル
ト
・
メ

ス
ナ
ー
の

「
八
千
房
十
四
座
全
山
無
酸
素
登
頂
」
が
、
つ

い
に
達
成
さ
れ
た
。
十
月
十
六
日
、　
ハ
ン
ス
・
カ
マ
ラ
ン

ダ
ー
と
と
も
に
ロ
ー
ツ
ェ

（八
六

一
六
房
）
の
て
っ
ぺ
ん

に
立
ち
、
二
十
年
前
な
ら
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
夢
物
語
を

現
実
の
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

「
山
の
王
、
高
歳
！
」
メ
ス
ナ
ー
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
で

の

″グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
″
に
勝
利
し
た
こ
と
を
伝
え
る
米
タ

イ
ム
誌
は
、
こ
ん
な
見
出
し
で
南
チ
ロ
ル
出
身
の
四
十
男

の
快
挙
を
讃
え
た
。
そ
の
一
つ
を
登
る
こ
と
さ
え
叶
わ
ぬ

人
々
に
と
っ
て
、
確
か
に
八
千
口冽峰
す
べ
て
を

「自
分
の

肺
と
心
臓
で
」
登
っ
た
メ
ス
ナ
ー
は
、
山
の
王
の
よ
う
な

存
在
で
あ
る
。

十
六
年
か
け
て

「
王
」
に
な
っ
た

メ
ス
ナ
ー
と
違

っ

て
、
い
ま
バ
リ
バ
リ
登
っ
て
い
る
世
界
各
国
の
先
鋭
的
な

ク
ラ
イ
マ
ー
が
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
を
獲
得
す
る
の
は
、
本

人
が
そ
の
気
な
ら
早
い
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
メ
ス
ナ
ー
が

最
近
も

っ
ぱ
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
き
た
三
十
歳
の
カ
マ

ラ
ン
ダ
ー
の
場
合
、　
一
九
八
三
年
に
チ
ョ
ー

・
オ

ユ
ー

（八

一
五
三
研
）
を
登
っ
て
以
来
、
八
四
年
に
ガ
ッ
シ
ャ

ブ
ル
ム
Ⅱ

（八
〇
三
五
研
）、
同
工

（八
〇
六
八
房
）、
八

五
年
に
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
エ

（八
〇
九

百
じ
、
ダ
ウ
ラ
ギ

リ
ー

（八

一
六
七
肝
）、
今
年
マ
カ
ル
ー

（八
四
六
三
隊じ
、

そ
れ
に
ロ
ー
ツ
ェ
と
わ
ず
か
四
年
の
間
に
七
つ
も
の
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
を
足
下
に
し
て
い
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ク
チ

カ
を
始
め
、　
一
線
級
の
登
山
家
は
ど
れ
も
大
変
な
エ
ネ
ル

ギ

ッ
シ
ュ
ぶ
り
な
の
だ
。

し
か
し
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
記
録
主
義
を
も
ち

こ
む
時
代

は
、
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
れ
か
ら
は

「
い
く

つ
め
の
八
千
口冽峰
登
頂
」
と
い
う
捉
え
方
に
は
、
必
要
以

上
に
驚
か
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

無
酸
素
で
八
千
房
を
ば
ん
ば
ん
登
る
こ
と
は
、
決
し
て

並
の
人
間
に
出
来
る
こ
と
で
は
な
い
。
よ
く
よ
く
自
身
を

鍛
練
し
た
、
そ
う
い
う
状
況
作
り
の
出
来
る
、
或
る
意
味

で
恵
ま
れ
た
人
達
に
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
知

っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
世
界
の
趨
勢
が
そ
う
だ
か
ら
、

と
い
う
議
論
も
あ
る
が
、
山
登
り
は
、
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
と

は
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
も

っ
と
安
価
で
ハ
ン
デ
イ
な
ボ

ン
ベ
が
工
夫
さ
れ
さ
え
す
れ
ば
、
酸
素
を
存
分
に
使

つ
た

方
が
自
分
ら
し
い
登
り
方
が
出
来
る
人
も
い
る
の
だ
。

メ
ス
ナ
ー
が
酸
素
ボ
ン
ベ
つ
き
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
を

「
フ
ェ

ア
で
な
い
」
と
言
う
時
、
彼
が
そ
れ
を
伝
え
た
い
の
は
、

自
身
の
ラ
イ
バ
ル
に
対
し
て
だ
ろ
う
。
人
間
は
、
短
い
問

な
ら
水
中
に
潜
る
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
が
、
少
し
で
も
ゆ

っ
く
り
海
の
世
界
を
眺
め
た
い
の
な
ら
ば
、
ボ
ン
ベ
を
背

負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
九
千
研
に
近
い
山
で
酸
素
ボ

ン
ベ
の
力
を
借
り
る
の
は
、
そ
う
い
う
道
具
が
あ
る
な
ら

ば
卑
怯
と
は
言
え
な
い
。
た
だ
、
使
わ
な
い
で
済
め
ば
も

っ
と
素
晴
ら
し
い
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

記
録
を
求
め
る
あ
ま
り
、
ど
こ
へ
登

っ
て
も
、
同
じ
よ

う
な
感
慨
し
か
も
て
な
い

「第

一
線
の
登
山
家
」
が
今
後

も
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
、　
と

い
う
余
計
な
懸
念
か

ら
、
こ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
メ
ス
ナ
ー
の
成
し
遂

げ
た
こ
と
は
、
文
句
な
し
に
素
晴
ら
し
い
。
だ
が
、
そ
の

″激
し
さ
〃
を
競
う
あ
ま
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
あ
る
い
は
山

登
り
そ
の
も
の
が
本
来
持
っ
て
い
る
、
自
由
な
広
が
り
が

失
わ
れ
る
と
し
た
ら
、
愚
か
な
話
だ
。
メ
ス
ナ
ー
自
身
で

は
な
く
、
メ
ス
ナ
ー
的
な
も
の
の
、
そ
れ
は
負
の
側
面
で

あ
る
。

（江
本
嘉
伸
）

(3)
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を
過
ぎ
、
よ
う
や
く
佐
藤
茂
さ
ん

（五

合
目
小
屋
の
経
営
者
）
の
お
宅
に
着
い

た
。翌

二
十
四
日
の
早
朝
、
す
っ
か
り
雪

化
粧
を
し
た
浅
間
神
社
の
境
内
を
抜
け

て
、
五
合
目
の
佐
藤
小
屋

を

目
指

し

た
。
前
日
に
下
山
し
て
き
た
六
人
の
パ

ー
テ
イ
の
ト
レ
ー
ス
を
当

て
に
す

れ

ば
、
そ
の
日
の
う
ち
に
小
屋

へ
十
分
に

入
れ
る
は
ず
だ
、
と
の
も
く
ろ
み
で
あ

る
。
事
実
、
新
雪
で
大
方
は
消
え
か
か

っ
て
い
る
と
は
い
え
、
歩
き
始
め
て
数

時
間
は
そ
の
ト
レ
ー
ス
を
使
う
こ
と
が

で
き
た
。
雪
が
降
り
だ
す
前
に
入
山
し

た
登
山
者
の
も
の
で
あ
ろ
う
、
中
の
茶

屋
と
大
石
茶
屋
の
中
ほ
ど
で
フ
ロ
ン
ト

ガ
ラ
ス
ま
で
も
、
す
っ
ぽ
り
と
雪
に
埋

ま
っ
た
乗
用
車
や
ワ
ゴ
ン
車
が
放
置
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
辺
り
で
積
雪
は

一
房

を
越
え
て
い
よ
う
か
。

馬
返
し
で
正
午
だ
っ
た
。
浅
間
神
社

か
ら
六
時
間
を
要
し
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
二
合
日
で
十
五
時
、
腰
辺
り

の
ラ
ッ
セ
ル
と
な
っ
た
。
積
雪
は
更
に

多
く
な
る
気
配
で
、
も
は
や
明
る
い
う

ち
に
五
合
ロ

ヘ
到
達
す
る
こ
と
は
望
め

そ
う
に
な
い
。

山
の
大
先
輩
と
二
人
だ
け
で
あ
っ
た

こ
と
も
手
伝

っ
て
、
朝
か
ら
の
ラ
ッ
セ

ル
に
す
っ
か
り
疲
れ
果
て
て
い
た
。
夕

暮
れ
の
十
八
時
を
過
ぎ
て
も
三
合
日
で

し
か
な
い
。
結
局
、
こ
の
日
は
、
目
的

の
佐
藤
小
屋

へ
達
す
る
こ
と
が

で
き

ず
、
三
合
目
の
廃
屋
で
シ
ュ
ラ
ー
フ
・

ザ
ッ
ク
も
、
満
足
な
火
の
気
も
な
い
ま

ま
に

一
晩
を
過
ご
し
た
。
す
で
に
次
第

に
深
く
な
る
新
雪
の
た
め
、
た
と
え
佐

藤
小
屋

へ
入
っ
た
と
し
て
も
、
森
林
限

界
上
部
で
の
雪
崩
が
心
配
で
、
近
日
中

の
登
頂
は
無
理
で
あ
る
こ
と
を
悟
っ
て

い
た
。

そ
し
て
翌
二
十
五
日
、
前
日
ま
で
の

荒
天
に
代
わ
っ
て
碧
空
が
広
が

っ
た
。

装
い
も
新
た
に
真

っ
白
く
着
飾
っ
た
富

士
山
を
背
に
、
い
さ
ぎ
よ
く
引

っ
返
し

た
。
富
士
吉
田
の
街
で
は
、
臨
時
休
校

と
な
っ
た
子
供
た
ち
も
総
出
で
、
大
雪

の
あ
と
か
た
づ
け
に
追
わ
れ
て
い
た
。

そ
れ
に
し
て
も
冒
頭
の
一
件
だ
が
、

い
っ
た
い
人
間
は
飲
ま
ず
食
わ
ず
、
い

や
、
水
だ
け
は
与
え
ら
れ
た
と
し
て
、

ど
の
程
度
ま
で
生
き
永
ら
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

長
期
に
渉

っ
て
食
事
を
採
ら
な
い
事

例
と
し
て
は
、
宗
教
的
、
ま
た
は
医
学

的
な
理
由
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
断
食

が
あ
る
。
そ
の
宗
教
的
な
も

の
と
し

て
、
世
界
的
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
で
は

イ
ス
ラ
ム
暦
の
九
月
に
三
十
日
間
の
断

食
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が
有
名
で
あ

る
。
日
本
で
も
修
験
道
を
は
じ
め
と
し

て
多
く
見
ら
れ
、
吾
妻
鏡
の
巻
二
に
、

文
覚
上
人
が
鎌
倉
の
江
ノ
島

に
参
篭

（ろ
う
）
し
て
三
十
七
日
間
の
断
食
を

し
て
祈
願
し
た
こ
と
が
載
っ
て
い
る
。

近
ご
ろ
で
は
、
福
岡
県
豊
前
市
の
求

菩
提
山

（く
ば
て
さ
ん
）
で
一
九
八
二

年
四
月
に
七
日
間

（行
橋
市
今
井
の
竜

王
院
住
職

・
山
田
竜
真
さ
ん
、　
一
九
八

二
年
四
月
四
日
付
け
朝
日
新

聞
）、　
一

九
八
三
年
に
十
日
間

（前
記
同

一
人

・

ブ

ロ
ー
ド

・
ピ
ー
ク
と
Ｋ
２
の

登
頂
、
そ
し
て
Ｋ
２
で
の
悲
劇

［
（編
注
）
こ
の
記
録
は
、
Ｋ

・
Ｍ

・
ヘ
ル
リ
ヒ
コ
ッ
フ

ァ
ー
氏

（聟
ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｆ

∪
Ｆ
一Ｋ
＆
・
ロ
ト
■
）
よ
り

『
山

岳
』
編
集
委
員
会
宛
に
送
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
大
森
担

当
理
事
か
ら
会
報
用
に
と
回
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
訳

は
岡
沢
。］

七
月
二
十
五
日
、
金
曜
日
に

「
ヘ
ル
リ
ヒ
コ
ッ
フ
ァ
ー

カ
ラ
コ
ル
ム
遠
征
隊

一
九
八
六
」
の
残
り
の
メ
ン
バ
ー
六

人
が
、
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
帰
国
し
た
。
遠
征
隊
の
構
成
は

ヘ
ル
リ
ヒ
コ
ッ
フ
ァ
ー

（七
〇
歳
）
が
隊
長
、
ド
イ
ツ
側

は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
コ
ッ
ホ

（五
六
歳
、
副
隊
長
）、
ト
ニ
・

フ
ロ
イ
デ
ィ
ヒ

（二
七
歳
）、
マ
ン
フ
レ
ツ
ド

・
ハ
イ

ン

リ
ヒ

（四
八
歳
）、
ド
リ
ス
・
ク
ス
タ
ー
マ
ン
（五
四
歳
）、

ヨ
ア
ヒ
ム

・
ラ
ビ
シ
ュ

（三
四
歳
）、　
マ
ル
ク

ス
・
プ

レ

ヒ
ト
ル

（二
五
歳
）、
イ
レ
ー
ネ

・
シ
モ
ン
ー
シ
ュ
ナ
ー
ス

博
士

（三
二
歳
）、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
は
ハ
ン
ス

・
ヒ

ル
シ
ユ
ビ
ヒ
レ
ル

（
二
六
歳
）、
ペ
ー
テ
ル
・
ヴ
エ
ル
ゲ

ッ
テ
ル

（四
五
歳
）、

ス
イ
ス
側
は
ノ
ー
マ
ン
・
デ
イ
ー
レ
ン
フ
ア
ー
ス

（カ

メ
ラ
マ
ン
、
六
八
歳
）、
ベ
ダ

・
フ
ス
タ
ー

（三
〇
歳
）、

デ
ィ
エ
ゴ

・
ヴ

ェ
リ
ヒ

（二
五
歳
）、　
ロ
ル
フ

・
ゼ
ン
プ

（二
八
歳
）、

ポ
ー
ラ
ン
ド
側
は
イ
ェ
ジ
ィ
・
ク
ク
チ
カ

（三
八
歳
）、

タ
デ
ウ
シ
・
ピ
ョ
ト
ロ
フ
ス
キ

（四
六
歳
）
で
あ
っ
た
。

遠
征
隊
は
五
月
十
日
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
出
発
し
た
。
十

三
回
登
頂
に
成
功
し
、　
さ
ら
に
、　
イ
レ
ー
ネ

・
シ
モ
ン
ー

シ
ュ
ナ
ー
ス
博
士
は
、
担
当
し
た
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
に
関
す
る

一
連
の
実
験
で
、
こ
の
重
要
な
ビ
タ
ミ
ン
が
高
所
で
能
力

増
加
に
影
響
す
る
と
い
う
研
究
も
行
な
っ
て
い
る
。

ベ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
は

一
九
八
六
年
六
月
七
日
に
ブ
ロ
ー

ド

・
ピ
ー
ク
山
麓
の
ゴ
ド
ウ
イ
ン
・
オ
ー
ス
チ
ン
氷
河
上

に
建
設
し
た
。
登
山
は
西
側
か
ら
行
な
わ
れ
、
最
初
に
登

‥……海外の山

頂
し
た
者
の
ル
ー
ト
が
と
ら
れ
た
。
三
つ
の
高
所
キ
ヤ
ン

プ
が
建
て
ら
れ
、
第
ニ
キ
ヤ
ン
プ
は
高
度
七
三
〇
〇
口冽
で

あ
っ
た
。　
一
九
八
六
年
六
月
二
十

一
日
、
ベ
ダ

・
フ
ス
タ

ー
、　
ロ
ル
フ
・
ゼ
ン
プ
、
デ
イ
エ
ゴ

・
ヴ
エ
リ
ヒ
、
ペ
ー

テ
ル
・
ヴ
エ
ル
ゲ
ッ
テ
ル
、　
マ
ル
ク
ス
・
プ
レ
ヒ
ト
ル
が

登
頂
し
、
二
日
後
に
ブ

ロ
ー
ド

・
ピ
ー
ク
、
ま
た
の
名
、

フ
ア
ル
チ
エ
ン
・
カ
ン
リ

（八
〇
四
七
房
）
を
ヨ
ア
ヒ
ム

ニ
フ
ビ
シ
ュ
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
コ
ッ
ホ
が
登
っ
た
。

二
週
間
後
の
七
月
七
日
、
ト
ニ
・
フ
ロ
イ
デ
ィ
ヒ
と
マ

ン
フ
レ
ツ
ド

ｏ
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
ふ
た
た
び
低
い
ほ
う
の
山

頂

（八
〇
三
〇
研
）
を
踏
ん
だ
。
天
気
は
悪
化

し

て
お

り
、
地
面
に
は
五
〇
升ン
の
新
雪
が
積

っ
て
い
た
。
彼
ら
は

第
ニ
キ
ヤ
ン
プ
か
ら
登
山
を
始
め
、
そ
の
頂
上
に
着
く
ま

で
十
二
時
間
か
か
っ
た
。
高
所
ポ
ー
タ
ー
の
カ
リ
ム
が
ル

ー
ト
エ
作
を
続
け
た
。
こ
の
パ
ー
テ
ィ
が
頂
上
に
着
く
ま

で
十
八
時
間
を
要
し
、
第
ニ
キ
ヤ
ン
プ
に
戻
る
ま
で
に
二

十

一
時
間
を
要
し
た
。

一
日
前
の
七
月
五
日
、
ベ
ダ

ｏ
フ
ス
タ
ー
と
ロ
ル
フ

ゼ
ン
プ
が
Ｋ
２

（チ
ョ
ゴ
リ
）
山
頂
に
ノ
ー
マ
ル
・
ル

ト

（
ア
ブ
ル
ッ
ツ
イ
稜
）
か
ら
登

つ
た
。

Ｋ
２

（八
六

一
一
房
）
の
登
山
許
可
は
サ
ウ
ス
・
ス

―
の
Ａ
ま
た
は

Ｂ
か
ら
で
、
わ

れ
わ
れ
は
ク
ラ

ッ
ク
の
あ
る
氷

の
と
こ
ろ
ま
で

ル
ー
ト
を
左
に

と

っ
た
が
、
こ

の
ル
ー
ト
は
ク

ラ
ッ
ク
の
あ
る

氷
の
と
こ
ろ
か

ら

左

（西

方

向
）
に
進
み
、

直
接
、
鎌
氷
河

へ
入
る
デ

イ
レ

ッ
テ
ィ
シ
マ
に

。ハ
　
¨

卜

¨

一

¨

山

¨

登

¨

と

一

面

¨

南

¨

の

¨

Ｋ

¨山の外海

(4)
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一
九
八
六
年
九
月
十
日
付

け
毎

日
新

聞
）。
ま
た

一
九
八
三
年
十

一
月

に

天

台
宗
総
本
山
延
暦
寺
で
七
日
間

（飯
室

谷
長
寿
院
の
大
阿
閣
梨
∧
だ
い
あ
じ
ゃ

り
∨

ｏ
酒
井
雄
哉
さ
ん
、　
一
九
八
三
年

十

一
月
二
十
四
日
付
け
朝
日
新
聞
）
の

断
食
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
（な

お
、

か
つ
て
こ
の
断
食
行
∧
即
身

成
仏
∨

は
、
二
十

一
日
間
の
も
の
が
あ
っ
た
よ

う
だ
が
普
通
は
読
経
し
な
が
ら
死
に
至

っ
た
と
い
わ
れ
る
）

し
か
し
、
件
の
遭
難
は
、
寝
具
を
か

ぶ
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
夜
は
氷
点
下

一
〇
度
近
く
ま
で
下
が
る
山
中
で
の
こ

と
。
そ
ん
な
場
所
で
四
十
日
も
の
長
期

に
わ
た
っ
て
堪
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

は
、
や
は
り
驚
異
に
値
す
る
。
勿
論
、

今
回
の
行
動
を

一
概
に
肯
定
で
き
な
い

（む
し
ろ
疑
問
点
の
方
が
多
い
）
が
、

こ
と
遭
難
と
い
う
事
態
に
至
っ
た
と
き

は
、
こ
れ
ま
で
も
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ

て
き
た
よ
う
に
、
無
駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
う
こ
と
な
く
、
じ
っ
と
堪
え
る
こ

と
こ
そ
が
、
自
ら
の
命
を
永
ら
え
る
最

大
の
方
途
で
あ
る
と
の
教
訓
を
あ
ら
た

め
て
得
た
。

「木
暮
文
庫
」

始
　
末
　
記

小
野

　

幸

会
報
八
月
号
に
望
月
さ
ん
が
木
暮
文

庫
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
木
暮
先
生
の
こ
と
が
な
つ
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
が
な
く
な
ら
れ
、
戦
争
が
は
げ

し
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
木
暮
家
で
も

疎
開
を
考
え
ら
れ
、
お
つ
と
め
だ
っ
た

都
庁
に
本
の
相
談
を
さ
れ
た
の
で
す
。

一
番
か
さ
ば
る
も
の
は
本
で
し
た
。
疎

開
先
ま
で
持

っ
て
行
く
こ
と
は
で
き
な

い
と
の
こ
と
、
先
生
の
本
は
地
誌
と
歴

史
、
そ
れ
に
山
岳
関
係
の
も
の
で
す
。

先
生
の
お
宅
を
訪
ず
れ
た
方
は
、
玄
関

に
入
る
や
日
前
に
大
き
な
本
箱
に
ぎ

っ

し
り
つ
ま
っ
て
い
る
本
、
た
た
み
や
床

が
ぬ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
お
ど
ろ
か

れ
た
で
し
ょ
う
。

結
論
と
し
て
都
で
は
和
書
を
引
取
る

こ
と
に
し
、
山
岳
関
係
は
日
本
山
岳
会

へ
と
き
ま
り
ま
し
た
。
都
で
は
本
の
定

価
ど
お
り
で
買
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
頃
の
吉
本
は
と
て
も
安
か

っ
た
の
で
す
が
、
遺
族
の
方
の
こ
と
も

考
え
て
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
、
山

の
本

（洋
書
）
は
会
に
寄
贈
と
な

っ
た

の
で
す
。
学
校
山
岳
部
や
山
岳
会
の
報

告
書
類
は
そ
の
数
年
前
に
会
に
寄
贈
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
す
べ
て
焼
失

し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
都
に
購
入

さ
れ
た
も
の
は
今
で
も
利
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

後
日
ば
な
し
が
あ
り
ま
す
。

そ

の

後
、
昭
和
二
十
四
、
五
年
ご
ろ
で
し
た

か
、
未
亡
人
か
ら
洋
書
が
二
冊
出
て
き

ま
し
た
の
で
会
に
寄
贈
し
た
い
と
お
知

ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
参
上
で
き
な
い

中
に
先
生
の
七
回
忌
に
ル
ー
ム

（お
茶

の
水
）
で
有
志
が
あ
つ
ま
り

「木
暮
理

太
郎
氏
を
偲
ぶ
会
」
を
開
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
お
持
参
願
う
よ
う
に

し
た
の
で
す
。
そ
れ
が

∽
お
Ｆ

の
”
甲

な
る
と
こ
ろ
だ
。

二
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、　
タ
デ
ウ
シ

（
テ
デ
イ
）
・
ピ

ョ
ト
ロ
フ
ス
キ
と
イ
ェ
ジ
ィ
・
ク
ク
チ
カ
は
六
月
半
ば
に

初
め
か
ら
Ｋ
２
に
挑
み
、
半
分
ま
で
登
っ
た
。
彼
ら
は
ト

ニ
・
フ
ロ
イ
デ
ィ
ヒ
と
高
所
ポ
ー
タ
ー
の
カ
リ
ム
に
第
二

キ
ヤ
ン
プ

（六
五
〇
〇
房
）
ま
で
支
援
を
受
け
た
。
第
二

回
目
の
ア
タ
ツ
ク
で
は
鎌
氷
河
の
端
に
あ
る
岩
塔
ま
で
達

し
た
が
、
悪
天
候
の
た
め
断
念
し
た
。
最
後
は
七
月
六
日

で
、
東
面
を
殆
ど
登
り
き
っ
て
、
降
雪
で
ガ
ス
っ
て
い
た

Ｋ
２
山
頂
ま
で
あ
と
二
三
二
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
と
こ
ろ
に

達
し
た
。
七
月
八
日
、
彼
ら
は
山
頂
に
着
い
た
。
テ
ン
ト

を
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
に
残
し
て
き
た
た
め
、
彼
ら
は
ア
ブ
ル

ッ
ツ
ィ
稜
を
下
る
と
き
八
三
〇
〇
房
と
七
七
〇
〇
房
の
と

こ
ろ
で
二
回
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

二
人
の
登
山
家
は
韓
国
隊
が
建
て
た
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
の
テ

ン
ト
が
良
く
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
と
近
づ
い
た
。
高

度
七
三
四
五
研
で
テ
デ
イ
・
ピ
ヨ
ト
ロ
フ
ス
キ
は
す
つ
か

ポ
ー
ラ
ン
ド
山
岳
会
よ
り
お
礼
状

日
本
山
岳
会
会
長
　
今
西
寿
雄
殿

拝
啓
　
一
九
八
六
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
我
が

ポ
ー
ラ
ン
ド
登
山
家
達
の
初
め
て
の
訪
日
に
際
し
、
素
晴

し
い
歓
待
を
受
け
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
の
チ
ー
ム
は
皆
様
方
の
お
も
て
な
し
と
日
本
の
比

類
な
い
美
し
さ
に
、
す
っ
か
り
心
を
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

ま
た
、
私
達
は
滞
日
中
に
多
く
の
日
本
の
登
山
家
達
と

友
人
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
両
者
の
深

い
関

係

は
、
将
来
の
合
同
登
山
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
と
期
待

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
度
は
私
達
が
皆
様
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
間
を
お

待
ち
す
る
番
で
す
。
私
達
が
受
け
ま
し
た
皆
様
方
の
暖
い

お
も
て
な
し
に
対
し
、
私
達
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
風
に
お
返

り
消
耗
し
、
両
方
の
シ
ュ
タ
イ
ク
ア
イ
ゼ
ン
を
な
く
し
、

二
〇
〇
〇
房
墜
落
し
て
死
ん
だ
。
こ
の
と
き
の
天
候
は
非

常
に
悪
く
、
し
た
が

っ
て
眺
望
も
き
か
な
か
っ
た
。
ク
ク

チ
カ
は
こ
の
た
め
友
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
気
づ
か
な
か
っ

た
。
テ
デ
ィ
・
ピ
ョ
ト
ロ
フ
ス
キ
の
遺
体
は
ま
だ
見
つ
か

っ
て
い
な
い
。
こ
の
事
故
は
七
月
十
日
に
起
き
て
い
る
。

消
耗
し
、
助
け
も
な
い
ま
ま
ク
ク
チ
カ
は
や
っ
と
備
え

の
行
き
届
い
て
い
る
韓
国
隊
の
第
ニ
キ
ヤ
ン
プ
に
た
ど
り

着
き
、
少
し
ば
か
し
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
二
十
四
時
間
眠
り

つ
づ
け
た
。
七
月
十

一
日
、
消
耗
し
て
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
登
山
家
は
韓
国
人
に
発
見
さ
れ
、
二
日
が
か
り
で
ベ
ー

ス
キ
ヤ
ン
プ
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
。
遠
征
隊
隊
長
と
リ
エ

ゾ
ン
オ
フ
イ
サ
ー
、
ア
ン
ワ
ー
ル
大
尉
の
間
で
交
し
た
取

り
決
め
は
、
ク
ク
チ
カ
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
ス
カ
ル
ド

ヘ

連
れ
戻
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

し
を
し
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
間
を
ご
考
慮
戴
け
る
な
ら
、
可
能
な
人

数
、
年
令
並
び
に
興
味
、
来
訪
日
等
を
書
面
に
て
お
知
ら

せ
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
達
の
若
い
ク
ラ
イ
マ
ー
達
は
、
殊
の
他
、
日
本
で
の

フ
リ
ｌ

ｏ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
興
奮
さ
め
や
ら
ぬ
も
の
が
あ

り
ま
す
。
も
し
か
し
て
、
四
人
か
ら
六
人
く
ら
い
の
小
人

数
の
グ
ル
ー
プ
を
岩
登
り
の
目
的
の
み
に
、
再
度
訪
日
す

る
こ
と
が
、
出
来
ま
す
で
し
ょ
う
か
、
お
伺
い
申
し
上
げ

ま
す
。

私
達
を
お
世
話
し
て
下
さ
っ
た
日
本
山
岳
会
の
皆
様
方

に
、
私
達
の
御
礼
の
言
葉
を
お
伝
え
下
さ
い
。

私
達
双
方
の
接
触
が
益
々
盛
ん
に
な
り
、
将
来
、
こ
の

よ
う
な
会
合
が
晨
々
、
催
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
い
た
し
て

お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

一
九
八
六
年
七
月
二
十
八
日

ポ
ー
ラ
ン
ド
山
岳
会
会
長

ア
ン
ジ
エ
イ

・
パ
シ
ュ
コ
フ
ス
キ

(5)
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Ｆ
∽
ｏ
』
鮎
①
∽①
詳

０
”

，
①
Ч
。
Ｎ
く
ｃ

で
あ

り
、
こ
れ
だ
け
は
今
で
も
会
に
残
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
の

「偲
ぶ
会
」
は
昭

和
二
十
五
年
二
月
六
日
で
し
た
。

春
と
秋
、
丹
沢
の
沢
登
り
を
楽
し
も

う
と
い
う
こ
の
会
は
、
六
月
七
日
、
第

十
回
目
を
む
か
え
た
。
大
山
山
麓
の
宿

坊

・
東
学
荘
に
あ
つ
ま
っ
た
の
は
四
十

四
名
、
い
つ
も
な
が
ら
和
や
か
な
雰
囲

気
の
語
ら
い
が

つ
づ
い
た
。
参
加
者
全

員
に

「丹
水
通
信
」
第
五
号
、
前
回
の

講
演
記
録
で
あ
る
宇
山
幸
治
氏
の

「丹

沢
回
顧
」、
お
よ
び
第
十
回
記
念

の
テ

レ
フ
オ
ン
カ
ー
ド

（故
折
井
健

一
氏
の

題
字
、
石
川
治
郎
氏
作

「尊
仏
小
屋
」

の
絵
入
り
）
が
く
ば
ら
れ
た
が
、
こ
ん

な
奥
ゆ
か
し
い
配
慮
は
、
丹
水
会
な
ら

で
は
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
夜
の
記
念
講
演
は
、
″丹

沢

の

天
狗
さ
ん
″
と
の
異
名
を
と
る
栄
光
学

園
の
ハ
ン
ス
・
シ
ュ
ト
ル
テ
先
生
。　
一

九

一
三
年
、
ド
レ
ス
デ
ン
生
ま
れ
の
先

生
は
、
三
四
年

（昭
和
九
年
）
の
来
日

以
来
、
神
戸
の
六
甲
中
学
で
教
鞭
を
と

り
、
東
京

・
広
島
で
神
学
を
修
め
ら
れ

た
方
で
、
丹
沢
の
山
と
沢
に
は
昭
和
十

二
年
か
ら
親
し
ん
で
き
た
と
い
う
。
こ

の
夜
約
四
十
分
、
そ
の
五
十
年
に
お
よ

ぶ
経
験
を
ふ
ま
え
て
、
丹
沢
の
自
然
と

歴
史
、
山
で
出
会
っ
た
人
や
動
物
に
つ

い
て
お
話
し
下
さ
っ
た
が
、
流
暢
な
日

近

藤

信

行

本
語
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り

の
表
現

で
、
会
場
か
ら
は
笑
い
が

渦

を

ま

い

た
。
丹
水
会
の
法
被
を
贈
ら
れ
た
先
生

は
、
そ
れ
を
着
て
い
か
に
も
楽
し
そ
う

で
あ
っ
た
。
こ
の
講
演
は
次

回

ま

で

に
、
古
谷
聖
司
君
に
よ
っ
て
小
冊
子
に

ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
会
は
発
足
し
て
ま
だ
わ
ず
か
六

年
だ
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
に
和
気

謁
調
と
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
た

い
へ
ん
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

運
営
に
あ
た
る
古
谷
聖
司
君
の
尽
力
に

負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
第
十
回
を
記

念
し
て
、
古
谷
君
に
感
謝
を
こ
め
て
記

念
品
を
贈

っ
た
。

さ
て
翌
日
は
大
山
川
湖
行
で
あ
る
。

ケ
ー
ブ
ル
の
下
社
駅
か
ら
中
腹
を
捲
い

て
沢
に
と
り
つ
く
。
小
滝
の
連
続
あ
り

廊
下
状
の
岩
場
あ
り
と
い
う

ぐ

あ

い

で
、
快
適
な
沢
登
り
で
あ
っ
た
。
二
段

の
滝
の
下
部
や
最
後
の
八
メ
ー
ト
ル
の

滝
で
は
ザ
イ
ル
を
出
し
た
が
、
老
若
男

女
二
十
九
名
が
続
々
と
登
る
と
い
う
の

だ
か
ら
、
ち
よ
つ
と
壮
観
で
あ
る
。
二

俣
か
ら
は
右
手
を
と
っ
て
い
く
つ
か
の

涸
棚
を
登
り
、
ガ
レ
を
つ
め
て
、
全
員

が
大
山
の
頂
上
に
達
し
た
の
は
、
午
後

・
東
西
南
北

・
第

十

回

丹

水

会

の

記

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
山
岳
会
よ
り
来
信

日
本
山
岳
会
会
長
　
今
西
寿
雄
殿

「
一
九
八
七
年
二
月

一
日
よ
り
二
月
十
五
日
ま

で
、
マ

ウ
ン
ト

・
ク
ツ
ク
国
際
キ
ヤ
ン
プ
開
催
の
件
」

拝
啓
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
山
岳
会
は
標
記
の
日
時
に
国

際
キ
ヤ
ン
プ
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

の
催
し
に
貴
山
岳
会
か
ら
チ
ー
ム
を
お
送
り
下
さ
る
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
キ
ヤ
ン
プ
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
登
山
家
の
参

加
は
勿
論
の
こ
と
、
ソ
連
か
ら
四
人
の
チ
ー
ム
の
参
加
が

決

っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
十
月
に
開
か
れ
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
の
国
際
山
岳
連

盟
総
会
に
出
席
し
、
こ
の
キ
ヤ
ン
プ

ヘ
の
参
加
を
各
国
に

呼
び
か
け
る
積
り
で
お
り
ま
す
。

参
加
チ
ー
ム
は
、
旅
費
、
食
糧
、
装
備
は
各
自
負
担
と

な
り
ま
す
が
、　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
山
岳
会
の
山
小
屋
や

高
所
の
小
屋
は
無
料
で
使
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

私
は
ノ
ー
マ
ン
・
ハ
ー
デ
イ
と
こ
の
件
に
関
し
、
討
議

い
た
し
ま
し
た
。
彼
が
訪
日
の
際
、
こ
の
キ
ヤ
ン
プ
開
催

に
つ
い
て
お
話
し
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
　
　
敬
具

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
山
岳
会
会
長

リ
チ
ャ
ー
ド

・
ピ
ア
ソ
ン

※
前
記
二
件
に
つ
い
て
の
応
募
要
領
は

「
お
知
ら
せ
」
欄

に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
海
外
委
員
会

海外の山

訪
日
隊
々
長

ア
ン
ジ

エ
イ

・
ザ
ヴ

ア
ダ

図

書山
の
本
三
冊

『
山
の
ア
ル
バ
ム

北
ア
ル
プ
ス
回
想
』

田
淵
　
行
男
著

こ
の
ア
ル
バ
ム
の
原
本
は
、
第
二

次
大
戦
を
は
さ
む
十
年
間
に
、
田
淵

さ
ん
自
身
の
手
で
作
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
い
ま
や
古
典
と
も
い
え
る

『
山
岳
写
真
傑
作
集
』
も
、
こ
う
し

た

一
連
の
ア
ル
バ
ム
の
中
か
ら
抜
粋

さ
れ
た
作
品
だ
っ
た
と
い
う
。

往
年
の
鹿
島
槍
や
穂
高
岳
の
写
真

と
と
も
に
、
著
者
自
身
の
若
い
日
の

雄
姿
も
見
え
る
。
随
所
に
散
り
ば
め

ら
れ
た
ス
タ
ン
プ
は
、
当
時
の
山
小

屋
の
そ
れ
に
加
え
て
、
著
者
の
創
作
に

な
る
も
の
も
多
い
。
出
版

に
当

っ
て

は
、
写
真
の
変
色
を
補
う
た
め
に
三
色

刷
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
モ
ノ

ク
ロ
な
ら
で
は
の
余
韻
が
郷
愁
を
そ
そ

る
。そ

こ
に
は
山
が
山
で
あ
り
、
山
村
が

山
村
で
あ
っ
た
時
代
が
再
現
さ
れ
て
い

て
、
同
じ
こ
ろ
安
曇
野
で
暮
ら
し
た
私

に
は
感
慨
ふ
か
い
も
の
が
あ
る
。
ま
し

て
人
跡
ま
れ
な
山
行
を
さ
れ
た
諸
先

輩
に
と
っ
て
は
、
青
春
回
顧
の
何
よ

り
の
よ
す
が
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

昭
和
六
十
年
九
月
二
十
五
日
　
講

談
社
刊
　
一
六
七
ペ
ー
ジ
　
定
価

七
八
〇
〇
円

『
尾
　
瀬
』

新
井
幸
人
撮
影

串
田
孫

一　
文

美
し
い
尾
瀬
の
写
真
集
で
あ
る
。

春
匂
う
、
夏
光
る
、
花
競
う
、
秋
畑

る
、
冬
舞
う
、
と
う
た
っ
た
串
田
さ

ん
の
文
章
が
、
四
季
折
々
の
尾
瀬
を

讃
美
し
て
や
ま
な
い
。
生
命
感
み
な

ぎ
る
尾
瀬
、
あ
で
や
か
な
尾
瀬
、
モ

ノ
ト
ー
ン
に
近
い
静
寂
な
尾
瀬
―

ひ
た
す
ら
尾
瀬
を
追
い
続
け
る
撮
影

者
は

一
九
五
三
年
群
馬
県
生
ま
れ
の

(6)
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二
時
半
で
あ
っ
た
。

東
京
に
近
く
て
、
存
分
に
沢
登
り
の

楽
し
め
る
丹
沢
。
ま
た
会
い
ま
し
よ
う

と
言
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
尾
根
道
を
下

っ
て
行

っ
た
。
次
回
は
西
丹
沢

・
第
沢

山
の
家
に
集
ま
る
予
定
で
あ
る
。

参
加
者
　
荒
野
康
子
、
泉
久
恵
、
稲
葉

十
四
男
、
榎
本
進
、
大
森
薫
雄
、
大
森

久
雄
、
小
川
雅
庸
、
大
峰
芳
枝
、
大
西

昌
子
、
奥
野
幸
道
、
川
上
光
久
、
神
原

忠
夫
、
狩
野
芳
郎
、
川
合
周
、
北
島
憲

之
、
北
原
正
宣
、
黒
滝
泰
男
、
近
藤
信

行
、
斎
藤
貞
雄
、
重
村
清
、
Ｈ

・
シ
ュ

ト
ル
テ
、
鈴
木
正
俊
、
関
塚
貞
亨
、
滝

沢
芳
章
、
田
中
千
穂
子
、
島
居
亮
、
徳

地
信
行
、
奈
良
洋
子
、
藤
江
幾
太
郎
、

細
井
澄
子
、
松
家
晋
、
三
栖
寿
生
、
三

好
ま
き
子
、
宮
川
富
三
雄
、
村

上
賢

二
、
山
崎
健
、
山
本
正
基
、
山
内
純

子
、
山
本
美
津
子
、
山
田
靖
子
、
渡
辺

恒
美
、
渡
辺
玉
枝

（五
十
音
順
）

一一
三
水
会
現
地
集
会

上
高
地
山
研
で

ア

ン

コ

ロ
モ
チ
と

薬
湯
の
集
い

九
月
十
三
日
、
三
水
会
現
地
集

会

が
、
上
高
地
山
研
に
十
八
人
の
会
員
の

参
加
を
得
て
行
な
わ
れ
た
。

七
時
二
十
分
新
宿
発
の
ア
ル
プ
ス
一

号
に
乗
車
し
た
本
隊

一
行
は
、
十

一
時

ち
ょ
っ
と
前
に
松
本
に
到
着
し
、
す
ぐ

に
岩
堀
さ
ん
の
総
指
揮
で
、
こ
ん
な
に

も
と
思
う
ほ
ど
大
量
の
食
糧
を
購
入
し

て
タ
ク
シ
ー
で
上
高
地
入
り
、
十
四
時

三
十
分
、
山
研
に
到
着
し
た
。

高
曇
り
だ
が
穂
高
の
稜
線
の
見
え
る

ま
あ
ま
あ
の
天
候
で
、
カ
ッ
パ
橋
の
あ

た
り
結
構
人
出
も
多
い
。
ま
ず
は
無
事

到
着
を
祝

つ
て
ビ
ー
ル
で
乾
盃
し
、
夕

刻
ま
で
の
間
、
山
研
周
辺
の
植
物
の
説

明
を
片
岡
さ
ん
か
ら
伺

っ
た
り
し
て
、

思
い
思
い
に
時
を
過
ご
し
た
。

他
の
方
法
で
来
ら
れ
た
方
た
ち
も
次

々
と
山
研
入
り
し
、
十
七
時
よ
り
主
題

の

「
ア
ン
コ
ロ
モ
チ
と
薬
湯
の
集
い
」

が
開
始
さ
れ
た
。
大
長
老
、
長
老
…
…

と
居
並
ぶ
中
に
、
岩
堀
さ
ん
、
管
理
人

さ
ん
の
大
奮
闘
の
数
々
の
ご
馳
走
と
、

薬
湯
と
云
う
名
前
に
替
わ

っ
た
ビ

ー

ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
日
本
酒
、
焼
酎
が

立
ち
並
び
、
第

一
次
か
ら
始
ま
っ
た
乾

盃
が
、
二
次
、
二
次
…
…
と
続
い
て
、

熱
気
の
溢
れ
る
室
内
は
、
折
り
か
ら
降

り
だ
し
た
外
の
冷
気
と
対
照
的
に
、
歓

談
と
笑
声
が
深
更
ま
で
絶

え
な

か

っ

た
。九

月
十
四
日
、
昨
夜
の
薬
湯
の
効
き

日
か
、
ア
ン
コ
ロ
モ
チ
の
故
か
、
皆
さ

ん
大
変
良
い
顔
色
で
一
階
広
間
に
集
ま

り
朝
食
、
食
欲
も
誠
に
旺
盛
だ
。
今
日

は
上
高
地
を
散
策
し
て
帰

る
組
、　
長

駆
、
鹿
島
槍
に
向
う
組

（早
朝
に
出
発

し
た
）
或
い
は
焼
岳
、
西
穂
な
ど
と
計

画
も
ま
ち
ま
ち
な
の
で
、
朝
食
後
散
会

し
て
、
三
二
五
五
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

地
に
向
っ
た
。
曇
り
で
時
々
小
雨
の
降

る
芳
ば
し
く
な
い
天
候
も
、
出
発
後
急

速
に
好
転
し
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
す
ば

ら
し
い
秋
の
一
日
を
楽
し
ん
だ
こ
と
と

思
う
。

『
山
稜
破
璃
』

三
宅
　
修
撮
影

串
田
孫

一　
文

波
璃
と
は
水
品
の
こ
と
。
題
名
の

通
り
収
録
さ
れ
た
写
真
は
、
岩
も
雪

も
水
も
、
時
に
は
花
や
雲
ま
で
も
、

さ
な
が
ら
跛
璃
の
如
く
に
か
が
や
い

て
い
る
。
三
宅
さ
ん
と
は
そ
の
学
生

時
代
か
ら
親
し
い
串
田
さ
ん
が
、
詩

「山
の
旋
律
」
の
ほ
か
春
夏
秋
冬
の

文
章
を
寄
せ
て
い
る
。

『
尾
瀬
』
は

一
九
八
五
年
二
月
、

『
山
稜
攻
璃
』
は
十

一
月
、
時
事

通
信
社
刊
。　
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
　
定

価
三
八
〇
〇
円
、
二
九
〇
〇
円

（蜂
谷
　
緑
）

高
み
を
め
ざ
し
て

―
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・

メ
ス
ナ
ー
の
素
顔
―

ロ
ナ
ル
ド

・
フ
ォ
ー
ク
ス
著

新

島

義

昭

訳

ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
ム
ズ
と
い
う
著

名
日
刊
紙
の
記
者
に
よ
っ
て
メ
ス
ナ

ー
像
が
浮
彫
り
に
さ
れ
た
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
は
、
日
本
の
よ
う
な
タ
テ
型

社
会
に
い
る
も
の
に
は
強
い
影
響
を

与
え
る
。

一
九
八
二
年
に
メ
ス
ナ
ー
は
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
の
ヘ
ル
ビ
ッ
ヒ
社
か
ら

『
全

て
わ
が
山
々
』
と
い
う
自
叙
伝
風
の

写
真
集
を
出
し
て
い
る
が
、
『
ハ
イ
・

ア
ン
ビ
シ
ョ
ン

（高
み
を

め
ざ

し

て
）
』
の
著
者
、　
フ
オ
ー
ク
ス
は
、
並

行
し
て
作
ら
れ
て
い
た
こ
の
本
の
編
集

に
間
接
的
に
か
か
わ
っ
て
い
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。

『高
み
を
め
ざ
し
て
』
の
殆

ど

は
、

こ
れ
ま
で
メ
ス
ナ
ー
が
書
い
た
本
の
叙

述
に
基
い
て
い
る
が
、　
一
九
七
八
年
の

ペ
ー
タ
ー

・
ハ
ー
ベ
ラ
ー
と
登

っ
た
エ

ヴ

エ
レ
ス
ト
や
フ
イ
ル
ネ
ス
に
お
け
る

メ
ス
ナ
ー
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
フ
ォ

ー
ク
ス
記
者
の
実
際
に
目
に
し
た
こ
と

が
基
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
直

接
質
問
し
て
書
い
た
部
分
は
、
フ
ォ
ー

ク
ス
が
ド
イ
ツ
語
の
わ
か
る
メ
ス
ナ
ー

周
辺
の
人
を
介
し
た
た
め
か
、
内
容
は

メ
ス
ナ
ー
寄
り
の
記
述
に
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
こ
の
本
で
些
細
な
こ
と
、
煩

わ
し
い
こ
と
と
片
付
け
ら
れ
て
い
る
ヘ

ル
リ
ヒ
コ
ッ
フ
ァ
ー
博
士
や
ビ
ッ
タ
ー

リ
ン
グ
と
の
訴
訟
問
題
も
、
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
地
方
裁
判
所
で
の
判
決
、
と
な
っ
て

い
る
。
実
際
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
あ
る
バ

イ
エ
ル
ン
州
の
上
級
地
方
裁
判
所

（日

本
な
ら
高
裁
、
共
和
国
制
の
西
ド
イ
ツ

な
ら
バ
イ
エ
ル
ン
州
最
高
裁
）
で
の
で

き
ご
と
。
こ
れ
で
は
メ
ス
ナ
ー
は
真
実

を
知
ら
な
い
人
に
先
手
先
手
と
働
き
か

け
る
商
売
人
、
と
い
っ
た
印
象
さ
え
与

え
か
ね
な
い
。
著
者
が
真
実
を
伝
え
る

べ
き
タ
イ
ム
ズ
の
記
者
で
あ
る
だ
け
に

残
念
だ
。

現
在
の
メ
ス
ナ
ー
は
ド
イ
ツ
語
圏
に

あ
る
山
岳
会
の
殆
ど
を
敵
に
ま
わ
し
て

い
る
観
さ
え
あ
る
の
だ
が
、
前
掲

『
全

て
わ
が
山
々
』
の
、
家
族
と
撮

っ
た
幼

い
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト

・
メ
ス
ナ
ー
の
写

真
や
、
二
十
歳
前
後
の
模
範
的
登
山

家
と
い
わ
れ
た
こ
ろ
の
、
山
で
撮

っ

た
メ
ス
ナ
ー
の
写
真
な
ど
か
ら
は
、

今
の
メ
ス
ナ
ー
の
姿
を
想
像
す
る
こ

と
は
と
て
も
で
き
な
い
。

こ
の
本
の
二
九
二
ペ
ー
ジ
に
、
メ

ス
ナ
ー
の
秘
書
役
の
ニ
ー
ナ
が
、
メ

ス
ナ
ー
は
若
い
才
能
の
あ
る
ク
ラ
イ

マ
ー
を
個
人
負
担
な
し
で
遠
征
に
招

待
し
て
る
、
と
い
っ
た
点
に
触
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
彼
女
は
そ
こ

で
、
招
待
を
受
け
た
若
者
が
公
の
発

言
を
自
由
に
認
め
て
も
ら
え
な
い
と

い
っ
て
メ
ス
ナ
ー
を
非
難
す
る
こ
と

が
あ
る
が
、
そ
れ
は
自
分
で
自
分
の

墓
穴
を
掘
る
よ
う
な
も
の
だ
、
と
言

っ
て
い
る
。

ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ー
ト
を
め
ぐ
る

ヘ
ル
リ
ヒ
コ
ッ
フ
ァ
ー
博
士
ら
と
の

訴
訟
も
、
そ
の
き
っ
か
け
は
メ
ス
ナ

ー
が
、
ま
と
め
役
の
ヘ
ル
リ
ヒ
コ
ッ

フ
ア
ー
博
士
に
断
り
な
く
公
に
発
言

し
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
い

っ
た
岩
登
り
が
急
速
に
若
者
の
あ
い

だ
に
広
が
り
出
し
た
今
、
八
千
研
峰

す
べ
て
に
登

っ
て
も
、
な
お
、
過
去

の
人
に
な
り
つ
つ
あ
る
自
分
を
、
財

を
成
し
た
メ
ス
ナ
ー
は
今
後
ど
の
よ

う
に
処
し
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
八
五
年
八
月
、
自
水
社
刊
、

二
九
八
ペ
ー
ジ
、
定
価
　
一
九
〇

〇
円

（岡
沢
祐
吉
）

(7)
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参
加
者
　
秋
山
光
平
、
伊
藤
信
夫
、
岩

堀
瑞
子
、
内
山
誠
、
小
野
利
次
、
片
岡

博
、
川
上
光
久
、
久
保
孝

一
郎
、
坂
倉

登
喜
子
、
斉
藤
直
信
、
重
村
清
、
高
田

具
哉
、
千
葉
保
之
、
遠
田
栄
、
沼
倉
寛

二
郎
、
広
羽
清
、
山
口
一
孝
、
横
溝
修

一　
　
　
　
　
　
　
　
（横
溝
修

一
）

夏
休
み
中
に
新
た
に
全

面
的

に
整

理
、
ラ
ベ
ル
を
つ
け
た
絵
画
を
は
じ
め

登
山
用
具
、
山
頂
の
石
な
ど
の
リ
ス
ト

も
完
成
。
会
に
図

っ
た
後
な
る
べ
く
早

く
松
本
と
大
町
の
山
岳
博
物
館
に
送
る

用
意
を
し
た
。
当
分
の
間
こ
れ
ら
の
品

を
両
館
に
あ
ず
け
管
理
、
展
示
な
ど
お

ね
が
い
す
る
。
そ
れ
に
し
て
も
自
前
の

博
物
館
が
あ
っ
た
ら
も
っ
と
も

つ
と
熱

が
入
る
の
に
と
い
う
の
が
皆
の
意
見
だ

っ
た
。
次
回
は
十
月
二
十
二
日

（木
）
。

蝦
夷
お
月
見
会

北
海
道
支
部

北
海
道
支
部
の

「
お
月
見
の
会
」
は

回
を
重
ね
十
五
回
と
な
る
。
今
年
は
、

九
月
二
十
日
、
函
館
郊
外
大
沼
国
定
公

園
内
の
別
荘
を
拝
借
し
観
月
会
処
と
し

た
。大

沼
国
定
公
園
は
、
幸

田
露

伴
編

『
掌
中
山
水
』
の
蝦
夷
紀

行

で
、
「内

浦
岳
は
駒
ヶ
嶽
と
い
ふ
焼
山
な
り
」
と

記
し
て
あ
る
、
駒
ケ
岳
噴
火
に
よ
り
で

山
岳
博
物
館
を
考
え
る

九
月
出
席
者
　
坂
倉
登
喜
子
、
中
村
純

二
、
平
柳

一
郎
、
梅
野
淑
子（梅

野
淑
子
）

会
報
記
事
修
正

会
報
４９４
号

（八
月
号
）
七
ペ
ー
ジ
、

別
表
１

１
行
日
　
仮
番

５
行
日

１３
行
日

１７
行
日

１８
行
日

２０
行
日

２４
行
日

１２
行
日

戦
後
特
製
↓
大
正
末
期
特
製

芳
野
幹

一
氏
旧
蔵

小
田
稔
氏
文
化
功
労
者
に

年
次
晩
餐
会
に
よ
く
ご
夫
婦
で
出
席

さ
れ
て
い
る
小
田
稔
会
員
が
、
こ
の
た

び
文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

き
た
、
大
沼
、
小
沼
、
奪

菜

沼

の
三

湖
、
湖
上
に
浮
ぶ
百
二
十
六
の
島
々
を

前
景
と
し
た
、
山
と
湖
の
調
和
し
た
美

事
な
風
景
を
作
り
出
し
て
い
る
所
。

駒
ケ
岳
の
噴
火
は
、
寛
永
十
七
年
以

来
大
噴
火
六
度
、
そ
の
他
、
小
噴

火

は
、
数
十
回
繰
返
さ
れ
て
い
る
が
、
昭

和
十
七
年
の
小
噴
火
以
降
は
、
全
く
沈

黙
を
保

っ
て
い
る
。

さ
て
、
今
夜
の
月
見
の
宴
は
、
十
七

夜
、
立
待
月
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
地
の
開
拓
の
祖
、
池
田
醇
氏
に
由
来

す
る
池
田
園
駅
、
函
館
本
線
砂
原
線
廻

り
の
こ
の
駅
は
、
昭
和
二
十
年
六
月

一

335334333324403272

↓  ↓  ↓  ↓  ↓  ↓  ↓

329330328全 477367備
行   品
削   番
除   号

日
開
駅
だ
が
、
そ
の
駅
前
の
別
荘
地
の

素
晴
し
い
環
境
の
中
で
、
先
着
組
は
、

温
泉

へ
、
そ
し
て
月
の
出
も
待
た
ず
ビ

ー
ル
で
乾
盃
の
組
も
あ
る
。

午
後
六
時
、
橋
本
支
部
長
、
佐
々
前

会
長
ご
夫
妻
を
含
め
、
十

五
名

が
集

樽
生
ビ
ー
ル
を
樽
ご
と
持
込
み
豪
勢

な
酒
宴
と
な
る
。
別
荘
の
前
に
出
る
と

月
が
雲
間
よ
り
出
て
、
皓
々
と
冴
え
渡

り
薄
が
ゆ
れ
る
。
夜
更
け
と
と
も
に
、

焚
火
が
槍
桜
材
の
薪
な
の
で
、
火
勢
が

上
る
。
そ
れ
と
と
も
に
メ
ー
ト
ル
も
上

り
、
ジ
ョ
ニ
黒
、
に
ご
り
酒
、
さ
ら
に

美
味
い
お
で
ん
、
咬
昭
肥
薯
、
唐
黍
、

枝
豆
、
秋
茄
子
炒
、
烏
賊
の
塩
辛
、
胡

瓜
、
紫
蘇
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
新
漬
等
、
盛

沢
山
の
メ
ニ
ュ
ー
が
次
々
と
貧
慾
な
胃

袋
に
消
え
て
行
く
。

次
は
、　
ハ
ー
モ
ニ
カ
に
合
せ
、
北
海

道
支
部
合
唱
団
の
妙
え
な
る
調
べ
は
、

夜
空
に
、
大
沼
湖
畔
に
街
す
る
。

翌
朝
、
小
雨
。
朝
食
は
鰊
蕎
麦
、
天

魅
羅
蕎
麦
。
支
部
山
行
袴
腰
岳

（
一
、

一
〇
八

・
三
肝
）
登
山
の
た
め
山
麓
の

七
飯
町
に
向
う
。
し
か
し
、
雨
は
、
や

や
激
し
く
な
り
、
河
村
会
員
宅
で
待
機

す
る
。

小
止
み
な
く
雨
は
降
り
頻
り
、
温
泉

巡
り
や
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
取
材
は
人

数
が
減
り
、
逆
に
ス
コ
ッ
チ
に
群
る
堕

落
会
員
の
集
り
と
な
る
。

現
地
函
館
の
河
村
、
桜
井
の
両
ご
夫

妻
と
横
田
会
員
に
は
、
別
荘
の
借
用
下

見
、
お
で
ん
の
仕
込
み
、
食
べ
物
飲
み

物
の
手
配
、
と
至
れ
り
尽
く
せ
り
で
、

超
山
岳
会
会
員
の
心
配
り
に
深
甚
の
感

謝
を
し
な
が
ら
、
大
雨
洪
水
警
報
が
出

て
、
横
殴
り
の
雨
の
国
道
五
号
線
を
北

上
帰
札
し
た
。

参
加
者
氏
名
　
石
井
忠
雅
、
石
井
笑
美

子
、
柳
田
凍
子
、
山
川
力
、
橋
本

誠

二
、
平
野
明
、
佐
々
保
雄
、
佐
々
喜
久

恵
、
三
浦
勝
幸
、
桜
井
仁
、
桜
井
静

江
、
河
村
章
人
、
河
村
皆
子
、
横
田
春

雄
、
稲
垣
正
策
　
　
　
（平
野
　
明
）

例
　
会
　
報
　
告岩

手
支
部

講
演
会

六
月
十
二
日
夜
、
盛
岡
市
シ
ル
ク
ロ

ー
ド

・
チ
ャ
イ
ハ
ナ
に
て
、
西
川

一
三

氏
の

「
チ
ベ
ッ
ト
今
昔
」
に
つ
い
て
講

演
会
共
催
。
協
力
　
和
田
庄
司

・
宮

伸
穂

・
二
上
純
也

・
佐
藤
敏
彦
。

秋
の
例
会
、
か
ぬ
か
平
山
行

九
月
十
三
日
、
上
明
神
岳
の
現
成
周

氷
河
現
象
を
み
な
が
ら
霧

の
中

を
彿

往
、
宿
は
岩
泉
町
の
大
川
長
崎
屋
で
、

一
等
三
角
点
東
根
山
登
頂
の
望
月
達
夫

氏
ら
と
合
流
。

九
月
十
四
日
、
堺
ノ
神
山
を
、
岩
泉

町
川
崎
林
道
側
と
、
新
里
村
、
和
井
内

牧
野
側
か
ら
交
叉
登
頂
、
下
り
道
、
豪

雨
、
北
上
山
地
で
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

撫
の
美
林
を
ゆ
っ
く
り
見
る
間
も
な
く

下
山
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
マ
ツ
茸
の
収
穫

多
大
。

九
月
十
五
日
、
岩
泉
町
、
釜
津
田
の

高
倉
山
の
二
等
三
角
点

へ
登
頂
、
ま
た

差
入
れ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
銘
酒
岩
手

川
に
連
夜
、
舌
つ
づ
み
を
う
っ
た
の
は

い
う
ま
で
も
な
い
。

参
加
者
　
望
月
達
夫
、
浅
野
孝

一
以
上

東
京
地
区
。
浅
野
新

一
、
日
鎖
寿
、
石

村
実
、
菊
地
修
身
、

近
藤

有
慶

・
夫

人
、
山
崎
成

一
。
夫
人
、
和
国
庄
司
、

松
田
和
弘
、
鹿
野
松
男
、
須

々
田
秀

美
、
欄
田
房
男
、
佐
藤
紀
子
、
佐
藤
敏

彦
　
他

一
名
。
　

　

　

（佐
藤
敏
彦
）

一
　
ビ

ア

・
パ

‐

テ

イ

一一　
　
　
　
　
　
婦
人
懇
談
会

〓

九
月
に
入
っ
て
も
残
暑
な
お
き
び
し

き
昨
日
今
日
、
と
い
っ
て
も
、
山
岳
会

の
夏
は
ビ
ア
・
パ
ー
テ
ィ
で
終
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。

そ
の
ビ
ア
・
パ
ー
テ
イ
が
行
な
わ
れ

た
九
月
六
日

（土
）、
当
日
は
午

前

中

く
も
り
か
ら
午
後
に
な
っ
て
豪
雨
と
な

り
、
出
足
が
あ
や
ぶ
ま
れ
た
が
、
さ
す

が
山
で
き
た
え
た
猛
者
ぞ
ろ
い
、
テ
ー

ブ
ル
セ
ツ
テ
イ
ン
グ
も
終
ら
ぬ
う
ち
か

ら
次
々
と
到
着
さ
れ
る
。

佐
藤
知
恵
子
婦
懇
委
員
長
が

『
こ
の

激
し
い
雨
の
中
を
、
出
席
し
て
下
さ
っ

た
皆
様
は
山
岳
会
の
優
良
メ
ン
バ
ー
で

す
』
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
開
会
の

言
葉
を
述
べ
、
乾
盃
の
音
頭
は
婦
懇
の

大
先
輩

。
今
井
喜
美
子
女

史
が
、
『女

性
会
員
を
代
表
し
、
今
後
と
も
婦
懇
を

よ
ろ
し
く
』
と
挨
拶
さ
れ
、　
一
杯
目
の

ビ
ー
ル
が
飲
み
ほ
さ
れ
た
。
し
ば
し
の

歓
談
が
続
き
、
途
中
、
お
土
産
持
参
の

方
々
や
差
し
入
れ
を
し
て
下
さ
っ
た
方

々
の
お
名
前
が
披
露
さ
れ
、
ま
た
、
今

(8)



山
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日
の
裏
方
で
あ
る
婦
懇
の
メ
ン
バ
ー
の

紹
介
も
あ
っ
て
、
ビ
ー
ル
を
日
元
に
運

ぶ
手
が
止
ま
っ
た
の
は
そ
の
時
だ
け
で

あ
っ
た
。
山
の
思
い
出
や
計
画
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
に
な
ご
や
か
な
語
ら
い
は
つ

き
ず
、
梅
野
淑
子
婦
懇
理
事
の
挨
拶
で

閉
会
と
な
っ
た
の
は
九
時

頃

で
あ

っ

た
。会

員
同
志
の
交
流
の
場
と
し
て
、
忘

年
会
と
も
ど
も
、
よ
り
多
く
の
方
々
の

参
加
で
盛
り
上
げ
て
頂
け
た
ら
と
願

っ

て
い
る
。

今
夏
の
ビ
ア
・
パ
ー
テ
ィ
も
無
事
終

了
。
秋
の
気
配
が
急
に
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

∧
参
加
者
数
、
六
十
七
名
∨

（門
井
照
子
）

九
月
理
事
会

９
月
１０
日
午
後
６
時
３０
分

場
所

。
本
会
ル
ー
ム

出
席
者
　
今
西
会
長
、
山
田
、
大
塚
副

会
長
、
鴫
原
、
橋
本
、
大
橋
、
浜
日
、

梅
野
、
高
遠
、
鈴
木
、
太
田
、
新
井
、

岡
沢
、
平
井
、
長
谷
川
、
関
塚
各
理
事

山
本
監
事
、
松
田
、
宮
下
、
中
村
各
評

議
員

委
任
　
松
永
、
大
森
各
理
事

審
議
事
項

◎
事
務
職
員
後
任
の
件

適
当
な
人
が
決
ま
る
ま
で
の
ピ
ン
チ

ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
、
早
大
Ｏ
Ｂ
、
日
本

山
岳
会
会
員
児
玉
茂
氏
に
十
月

一
日
よ

り
勤
務
し
て
も
ら
う
　
　
　
　
　
承
認

２５
日

（木
）
会
報
委
、
婦
人
懇
談
会

２６
日

（金
）
科
学
研
究
委

３０
日

（火
）
自
然
保
護
委

今
月
の
来
室
者
３１２
名

会
員
移
動

物
故

７
４
１
１
　
猪
俣
　
信
市

（８

ｏ
２２
）

１
２
７
９
　
山
本
吉
之
助

（９

・
１３
）

終
身
会
員

５
９
７
５
　
神
原
　
忠
夫

支
部
変
更

４
ｏ
８
８
　
廣
瀬
幸
治
　
関
西
支
部

ヘ

５
９
５
５
　
石
原
　
謙
　
　
″

６
８
２
９
　
岩
垣
敏
宏
　
　
″

７
３
２
７
　
茶
谷
徳
行
　
　
″

８
２
８
７
　
古
田
修
司
　
　
″

８
３
０
０
　
重
松
保
宏
　
　
″

８
３
９
８
　
藤
村
哲
也
　
　
″

８
４
６
２
　
増
岡
栄

一　
　
″

８
５
４
２
　
大
野
幸
雄
　
　
″

８
５
７
３
　
岡
田
　
隆
　
　
″

８
９
６
１
　
岡
部
庸
子
　
　
″

８
９
６
９
　
藤
井
良
治
　
　
″

９
３
９
１
　
坂
田
興

一　
　
″

９
５
３
８
　
前
田
　
芳
　
　
″

ｏ
会

務
報
告

◎
ナ
ム
チ
ェ
バ
ル
ワ
登
山
の
件

中
国
に
以
前
よ
り
申
請
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
最
近
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
と
中

国
登
山
協
会
が
合
同
で
登
山
す
る
と
の

発
表
が
あ
っ
た
の
で
、
中
国
側
に
抗
議

の
申
し
入
れ
を
す
る
と
と
も
に
、
政
治

ル
ー
ト
を
通
じ
て
善
処
さ
れ
る
よ
う
依

頼
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

報
告
事
項

◎
三
国
合
同
登
山
の
経
過

◎
定
款
変
更
認
可
と
な
っ
た
の
で
、
六

十
二
年
度
よ
り
新
定
款
に
基
づ
く
会
費

値
上
げ
が
行
な
わ
れ
る

◎
日
本
山
岳
会
九
州
の
集
い
鶴
み
や
ざ

き
に
つ
い
て

◎
会
員
証
は
年
次
晩
餐
会
の
案
内
と

一

緒
に
配
布
の
予
定

◎
国
際
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
大
会
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
つ
い
て

◎
近
代
絵
画
に
み
る
日
本
の
山

ｏ
名
作

展
に
つ
い
て

◎
各
委
員
会
報
告

◎
年
次
晩
餐
会
、
十
二
月
六
日

（土
）

私
学
会
館
富
士
の
間

海
外
委

ビ
ア
・
パ
ー
テ
ィ

常
務
理
事
会

理
事
会

婦
人
懇
、
会

員
懇
談

会

（
ス
ラ
イ
ド
上
映
）

図
書
委
、
博
物
館
を
考
え

る
会

年
次
晩
餐
会
準
備
委
員
会

0

ル
＝
ム
日
識

九
月

２４
日

（水
）

１８
日

（木
）

２
日

（火
）

６
日

（土
）

９
日

（火
）

１０
日

（水
）

１６
日

（火
）

探
検
ジ
ャ
Ｌ
ナ
リ
ス
ト
の
先
駆
者
で
あ
り
、
極

地
研
究
や
探
検
史
の
翻
訳
、
啓
蒙
に
、
あ
る
い

は
雪
氷
学
研
究
な
ど
で
知
ら
れ
る
加
納

一
郎
氏
。

生
涯
を
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
た
反
骨
と
情
熱
の

著
作
活
動
か
ら
選
ん
だ
精
粋
の
全
５
巻
刊
行
／

加
納
一
郎
著

１
極

地

の
探

検

２
フ
ラ
ム
号
漂
流
記

定
価
三
、
六
〇
〇
円

３

北

海

道

の

■

と

雪

定
価
三
、
八
〇
〇
円

４

自

然

の

な

力、

で

定
価
三
、
八
〇
〇
円

５

世

界

最

悪

の

な

定
価
四
、
大
○
○
円

Ａ
５
判
型
／
丸
背
表
紙
・豪
華
箱
入
り

定
価
四
、
二
〇
〇
円

桑
原

武
夫

稀́
ツ

田
　
英
夫

Ｆ
ヽ

鱚
囲
［曰
□

編
集
委
員

西
堀
栄
二
郎

（代
表
）

北
村
泰

一

堂
本
暁
子

樋
口
敬
二

本
多
勝

一・

推
薦
者

今
井
通
子

今
西
錦
司

堀
江
謙

一

村
山
雅
美

発行所 株式会社 教育社

販 売 教育社 出版サー ビス株式会社

〒102東京都千代田区富士見2-H― 10丸十ビル

電 話 03(264)5477(代 )

(9)
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図 書 受 入 報 告

図 書 委 員 会

昭和 61年 2月分受入図書

1.青木保著「御岳巡礼」筑摩書房 1985(筑摩書房藤本由香里

氏寄贈)

2.ロ ナル ド・フォークス著「高みをめざして ラインホル ト0

メスナーの素顔」白水社 1985(版元寄贈)

3.山本武人著「近代湖北の山」ナカニシヤ出版 1985(版元寄

贈)

4.岡田敏夫著「上州武尊山 奥利根の秘峰」東京新聞出版局

1985(版元寄贈)

5.成瀬岩雄著「山と峠と氷河」著渓堂 1986(成瀬 和子 氏寄

贈)

6.新井幸人 (撮影)「尾瀬」時事通信社 1985(版元寄贈)

7。 三宅修 (撮影)「山稜破璃」時事通信社 1985(版元寄贈)

8.松本保彦編「渓流フイッシング '86 別冊山と渓谷」山と渓

谷社 1986(版元寄贈)

9.田淵行男編「山のアルバム 北アルプス回想」講談社 1985

(版元寄贈)

10. “Glaciers in China'' Shanghai Scientific and 
′
rechnical

Pub. 1980(ヵ 口,議:涯籍―一良1何夭i奪軒:員曽)

11.Heckel, Vilem “Als Bergsteger im Kaukasus''Sv6t_

Sov6ti  1968 (力 日藤涯疑―“良5。氏11軒
:貝曽)

12。 Hamilton,F.B.“An accOunt Of the Kingdom of Nepal"

Manjusri 1971(加 藤康一郎氏寄贈)

13。 Herrligkoffer “Kampf und Sieg am Nanga Parbat"
Spectrum 1971(加藤康一郎氏寄贈)

14,Olsぬ ak“Bhutan"Stein and Daン 1971(加藤康一郎氏寄

贈)

15.平賀文男著「中央アルプスと御岳」大村書店 昭和 12(購

入)

16.薬師義美著「遥かなるヒマラヤ」あかね書房 1969(購入)

17.パ ゥル・バウアー著「カンチェンジュンガをめざして」実業

之日本社 昭和 31(購入)

18.チャールス・エヴアンス著「カンチェンジュンガ その成功

の記録」朝日新聞社 昭和 22(購入)

19.ガストン・レビュファ著「美しきモン・ブラン山群」新潮社

昭和 44(購入)

20。 ガストン・ レビュファ著「美しきマッターホルン」新潮社

昭和 42(購入)

21。 ガストン・ レビュファ著「氷・雪 0岩」新潮社 昭和 47(購

入)

22。 上條武著「孤高の道しるべ」銀河書房 昭和 58(購入)

23.レオナル ド0ウ ィバリー著「エヴェレストの歴史」平凡社

昭和 21(購入)

24.ジ ョン・ハント著「エヴェレスト登頂」朝日新聞社 昭和 29

(購入)

25.奥利根山岳会「利根川水源紀行」換呼堂 昭和 55(購入)

26.小沢重男著「素顔のモンゴル」芙蓉書房 昭和 45(購入)

27.同志社大学山岳会 アンデス・アマゾン登山隊「ヴィルカバ

ルバ山群 とウルバルバ河」同志社大学山岳会 1969(購入)

29.リ ック・ リッジウェイ著「ちよっとエベレストまで」講談社

1980(購 入)

29.テ ンジン著「テンジンによるエヴェレスト征服」新潮社 昭

和 29(購入)

30.小方全弘著「ブータン感傷旅行」著渓堂 昭和 47(購入)

31.加納一郎著「氷雪圏の記録」山と渓谷社 昭和 22(購入)

32。 杉高久著「谷川岳物語」山と渓谷社 1959(購入)

33.マ ウント・エバンス著「南極へいどむ」朋文堂 昭和 31(購

入)

34.平林克敏著「ヒマラヤサイパル登頂」サンケイ新聞出版局

昭和 39(購入)

35。 石坂昭二郎著「ヒマルチュリ日記」ベースボールマガジン社

昭和 34(購入)

36.愛知学院大学学士山岳会「岳± 1号」愛知学院大学学士山

岳会 昭和 55(購入)

37.ジ ョン,D。 マッカラム著「エヴェレスト日記」二見書房

昭和 42(購入)

(以下次号)

栄光の時代を語り継ぐ幻の名書
遂に邦訳。

全
７
巻
／
昭

１５
巻
～
１７
巻
↑
９
６
４
～
１
９
６
９
）

別
巻
●
ヒ
マ
ラ
ャ
編
年
誌
１
／
ヒ
マ
ラ
ャ
編
年
誌
Ⅱ

全
５
巻
／
昭
和
６２
年
秋
刊
行
予
定

翻
訳
Ｈ田
村
協
子
／
佐
藤
テ
ル／
山
本
健
一郎
／
倉
知

薬
師
義
美
（京
都
大
谷
高
校
教
論
）
吉
沢

一

●
支

払
期

間

１０
か
月

ｏ支

払

回
数

１０
回

●
実
質
年

率

８
・
８
％

日
本
語
版
監
修
委
員

¨
近
藤
　
等
（早
稲
田
大
学
教
授
）

Ｂ
５
判
（２
５
７
う
×
１
８
２
ミ
リ
）／
平
均
頁

〈第
Ｉ
期
７
冊
セ
ッ
ト
価
格
〉現

Zゝ
」L 8
可

ノ

巻

第
来
年
一月
、

世
界
の
主
な
高
峰

第
Ⅲ
期

第
Ⅱ
期

福

田
宏
年

（中
央
大
学
教
授
）

第I期 7冊セットご予約の方に、もれなく

オリジナノンプリント(169ミリ×414ミ リ)を

差し上げま現

〒101

輝
‘
時
代
の
デ熱
〓
記
録
¨

(10)
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員
募
集
の
件

五
ペ
ー
ジ
掲
載
の
通
り
ボ
ー
ラ
ン
ド

山
岳
会
々
長
、
並
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
山
岳
会
々
長
の
招
聘
に
よ
り
左
記
の

よ
う
に
隊
員
を
募
集
い
た
し
ま
す。

①
訪
ポ
ー
ラ
ン
ド
隊

隊
長
山

田
二
郎
副
会
長

隊
員

約
六
名

場
所

ポ
ー
ラ
ン
ド

、

タ
ト
ラ
山
群

日
程

一
九
八
七
年
三
月
頃

、

約
二

週
間

、

現
地
参
加

、

或
い
は

現
地
解
散
自
由

＠
訪
ポ
ー
ラ
ン
ド
隊
員
並
に

訪
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
隊

お
し
ら
せ

十
二
月
十
三
日
（
土
）

十
八
時
三
十
分
よ
り

場
所
山
岳
会
ル
ー
ム

会
費
―
-

、

0
0
0
円

（
楽
し
い
福
引
き
が
あ
り
ま
す
）

集
会
委
員
会
・
婦
人
懇
談
会

共
催

* 

日
時

＠
忘
年
会
の

舎 234-6659

こ
の
電
話
で

も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
二
十
日
発
行

1
0
2東京
都
千
代
田
区
四
番
町
五
ー
四

サ
ン
ビ
ュ
ウ
ハ
イ
ツ
四
番

町

発
行
所
賭
日
本
山
岳
会

発
行
者
今
西
寿
雄

編
集
代
表

岡
沢
祐
吉

電
話
東
京

(
2
6
1
)
四
四
三
三

振
替
口
座
東
京
三
ー
四
八

二
九
番

東
京
都
港
区
六
本
木
三
ノ

ー
ノ

三
〇

A
B
ピ
ル

報
堂

印
刷
所

費
用

株
式
会
社

技

往
復
旅
費
、
約
十
八
万
円
並

び
に
参
加
費
八
万
円

②
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
国
際
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト

大
会
参
加
日
本
隊

隊
長

隊
員
よ
り
互
選

隊
員

四
名
（
活
動
的
な
登
山
を
要

求
さ
れ
て
い
ま
す
）

場
所
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
マ
ウ

ン
ト
・

ク
ッ
ク

日
程

一
九
八
七
年
三
月
一
日
よ
り

三
月
十
五
日
ま
で

費
用
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
、

ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
経
由

、

マ
ウ

ン
ト

・

ク
ッ
ク
ま
で
の
往
復

旅
費
、
到
着
日

、

帰
国
前
日

の
ホ
テ
ル
代
を
含
め
て
約
三

十
二
万
円

便
宜
上

、

海
外
委
員
会
が
窓
口
業
務

を
致
し
ま
す
。
申
し
込
み

、

お
問
い
合

せ
は
、
海
外
委
、
或
い
は
、
本
会
事
務

局
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

（海
外
委
員
会
）

「
新
会
員
証
発
行
が
遅
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
準
備
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
の
で

ご
了
承
願
い
ま
す

。

総
務
担
当
理
事
」

(11) 
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